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⼤型⼤気レーダー観測（PANSY）
専⽤発電機：100kW×2台交互運転

⾵⼒発電装置：20kW×3台
基地発電機：240kW×2台交互運転 太陽光発電設備：55kW

昭和基地の発電設備
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昭和基地_電⼒消費量の現状
・ＰＡＮＳＹ発電機の電⼒量は、ほぼ⼀定である
（概ね４０，０００ｋＷｈ／⽉）

・基地発電機の電⼒量は、季節によって変動がみられる
（冬期６⽉~８⽉、夏期１２⽉~１⽉ころに増える傾向）

・太陽光発電設備は、夏期（１１⽉~１⽉頃）に有効である
（年間寄与率：全体発電量の約２.３％(PANSY除く)）

・⾵⼒発電装置は、あまり寄与できていない（2台設置時）
（年間寄与率：全体発電量の約０.５％(PANSY除く)）

昭和基地_⽉間消費電⼒量（57次隊〜58次隊）



・発電機設備
・再⽣可能エネルギー設備発電不能時を考慮して、基地の
全電⼒負荷を賄える容量とする。
・将来の再⽣可能エネルギー増加、負荷容量変動に対応
できる設備とする。

・再⽣可能エネルギー設備
・発電および蓄電・蓄熱設備について理想的なシステムを
⽬標に検討する。
・再⽣可能エネルギー設備を含めた設備全体の制御システ
ム採⽤を検討する。

・送配電設備
・今後の発電設備の更新に合わせて配電線網の整備を続ける。
・国内技術の進捗に合わせて、配電線網の直流化を検討する。

昭和基地インフラ再構築検討ワーキンググループ
検討課題と結果

・エネルギー関連施設



・暖房設備
・コージェネレーション設備による排熱利⽤による暖房は
引き続き採⽤する。
・再⽣可能エネルギーによる余剰電⼒を熱に変換する電気
蓄熱暖房などの採⽤を検討する。

・造⽔設備
・排熱利⽤による現状の温⽔循環システムは引き続き採⽤
を続ける。
・将来的には、海⽔を利⽤した造⽔設備の採⽤を検討する。

・燃料備蓄
・化⽯燃料消費量の削減を進め、備蓄設備の更新も⾏ない、
燃料供給回数を減らすよう検討する。

・夏期隊員宿舎施設
・住環境の改善を念頭に、建物の更新、排⽔設備の更新、
専⽤発電設備の設置なども検討する。

検討課題と結果

・エネルギー関連施設



◎理想的なエネルギーシステム案の概略図

※ワーキンググループで北見工業大学_小原様より提案されたエネルギーシステム案の概略図

：既設設備



・通年運転を⾏うエンジン発電機および⾵⼒発電装置により電⼒を供給
するほか、蓄熱ヒーターなどにより熱への返還を⾏う。

・エンジン発電機からの排熱は、暖房及び融雪（造⽔)に利⽤する。
・太陽光発電設備は、発電量が増える夏期にエンジン発電機の負荷軽減に
寄与する。

・将来的には国内技術の進捗を考慮しつつ、夏期の発電増量分のエネル
ギーを⽔素キャリアなどにより貯蔵し、貯蔵されたエネルギーを冬期
に使⽤する夏冬のエネルギーシフト技術の採⽤を⽬指す。

このエネルギーシステムの提案については、ワーキンググループ内で
意⾒交換され、⽬指す⽅向として合意されており、今後も採⽤に関する
検討を続ける。

◎理想的なエネルギーシステム案の概要



昭和基地 建物年表
　　　　　　　　　　　　　　隊次
　建物名称

8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70

旧娯楽棟 旧娯楽棟

観測棟 ■ ■ ■ ■ ■ ■ 観測棟

RT棟 ■ ■ ■ ■ ■ RT棟

観測倉庫 ■ ■ ■ 観測倉庫

気象棟 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ✕ 気象棟

環境科学棟 ■ ■ ■ ■ ✕ 環境科学棟

送信棟 ■ ■ ■ 送信棟

電離層棟 ■ ■ ■ ■ ✕ 電離層棟

地学棟 ■ ■ ✕ 地学棟

第1夏期隊員宿舎 □ ■ ■ ■ 第1夏期隊員宿舎

情報処理棟 ■ ■ ■ ■ 情報処理棟

発電棟 □ ■ ■ ✕ 発電棟

作業工作棟 ■ ■ ■ ■ ■ 作業工作棟

衛星受信棟 ■ 衛星受信棟

多目的ｱﾝﾃﾅﾚﾄﾞｰﾑ □ ■ 多目的ｱﾝﾃﾅﾚﾄﾞｰﾑ

重力計室 ■ ■ 重力計室

管理棟 ■ ■ ■ ■ ■ ■ 管理棟

放球棟 ■ 放球棟

倉庫棟 □ ■ ■ ■ 倉庫棟

地震計室 ■ 地震計室

非常発電棟 ■ 非常発電棟

第1居住棟 ■ 第1居住棟

第2居住棟 ■ 第2居住棟

焼却炉棟 ■ 焼却炉棟

廃棄物保管庫 ■ 廃棄物保管庫

非常物品庫 ■ ■ 非常物品庫

小型発電機小屋 ■ ■ ■ 小型発電機小屋

清浄大気観測小屋 ■ 清浄大気観測小屋

ｲﾝﾃﾙｻｯﾄｱﾝﾃﾅ ■ ｲﾝﾃﾙｻｯﾄｱﾝﾃﾅ

車庫 ■ ■ 車庫

機械・建築倉庫 ■ 機械・建築倉庫

電離層観測小屋 ■ 電離層観測小屋

大型大気ﾚｰﾀﾞｰ小屋 ■ 大型大気ﾚｰﾀﾞｰ小屋

自然エネルギー棟 □ ■ ■ ■ ■ ■ 自然エネルギー棟

第２車庫兼ﾍﾘ格納庫 ■ 第２車庫兼ﾍﾘ格納庫

基本観測棟 □ □ ■ ■ 基本観測棟

築15年 築45年築30年 築60年 築70年

※築年数を15年毎に⾊分けした表



昭和基地の将来配置案(ゾーニング案)

夏宿舎＋非常用発電機

再生可能ネルギー
発電棟

管理棟、居住棟

基本観測棟

東部観測棟

夏宿舎

：基地主要部・居住区
：再⽣可能エネルギーエリア
：観測棟
：夏期隊員宿舎



今後検討すべき課題
・ 隊員の安全を考慮した建物配置計画
・ 現地でのメンテナンス作業などの省⼒化
・ 蓄電設備・蓄熱設備の選定
・ エネルギーマネジメントシステムの選定
・ 再⽣可能エネルギー増設と連系設備の選定
・ 送配電システムの選定
・ 造⽔設備の選定
・ エネルギー貯蔵設備の選定
・ 夏期隊員宿舎施設の更新



ご清聴ありがとうございました



３か所の新発電棟建設候補地
について検討を⾏った

新発電棟建設候補地



新発電棟設置場所検討
検討
課題

項目 現発電棟天測点側　（候補地　Ａ） 気象棟付近　（候補地　Ｂ） 天測点西側付近　（候補地　Ｃ）

基地の拡張性への影
響

×　主要エリアの中心部に位置し、将来計画
に影響がある

△　主要エリアに近く、将来計画に影響がある
○　独立したエリアであり、将来計画への影響
が少ない

観測への影響 △　影響あり △　影響あり
○　観測エリアから離れ、風下となるので影響
が少ない

安全性の確保
○　主要エリアと通路接続され、非常時対応
可能

○　主要エリアと通路接続され、非常時対応
可能

△　主要エリアと通路接続なし。
　（非常時対応の為の安全対策方針見直しが必要)

地盤条件 ×　沢地であり建物建設に適さない ○　問題なし ○　問題なし

コ・ジェネ熱利用
（主要部の暖房）

○　問題なし ○　問題なし ○　問題なし

コ・ジェネ熱利用
（水源（荒金）の融解）

○　問題なし △　水源が遠く、融解熱が減少する ○　問題なし

除雪 ×　除雪し辛い ○　問題なし ○　問題なし

機器類の搬入搬出 △　搬出入し辛い ○　問題なし ○　問題なし

水源（荒金）からの取
水

○　問題なし △　新規ルート構築が必要　施工範囲が長い △　新規ルート構築が必要

発電機への燃料供給
設備

○　問題なし △　圧送ポンプ・配管の改修が必要 △　圧送ポンプ・配管の改修が必要

主要エリアへの送水 ○　距離が短く施工し易い △　新規ルート構築が必要 △　新規ルート構築が必要

建設工事
×　建設に先立ちコルゲート・水槽など移設が必要
　　　　　基礎工事が大変（新たな重機が必要）

○　独立して工事が進められる ○　独立して工事が進められる

敷地　立地条件
×　斜面の掘削が必要　基礎工事が大変（新たな
重機が必要）屋外付帯設備の設置場所がなくなる

△　比較的平坦施工は楽
　　　　　居住棟に近いので騒音大

○　比較的平坦で施工は楽
　　　　　荒金ダムへの油流入対策が必要

設備配管・配電線・燃
料配管
盛替え

○　対応しやすい △　対応可能だが盛替え範囲が多い △　対応可能だが盛替え範囲が多い

屋外配管配線敷設
ルート

△　主要エリアに近く施工しやすい △　対応可能だが施工範囲が多い △　対応可能だが施工範囲が多い

基
本
条
件

運
用

施
工



新発電棟設置場所検討（Ｃ案）

検討
課題

項目 天測点西側付近　（候補地　Ｃ）

基地の拡張性への影響 ○　独立したエリアであり、将来計画への影響が少ない

観測への影響 ○　観測エリアから離れ、風下となるので影響が少ない

安全性の確保 △　主要エリアと通路接続なし（非常時対応の為の安全対策方針見直しが必要)

地盤条件 ○　問題なし

コ・ジェネ熱利用
（主要部の暖房）

○　問題なし

コ・ジェネ熱利用
（水源（荒金）の融解）

○　問題なし

除雪 ○　問題なし

機器類の搬入搬出 ○　問題なし

水源（荒金）からの取水 △　新規ルート構築が必要

発電機への燃料供給設備 △　圧送ポンプ・配管の改修が必要

主要エリアへの送水 △　新規ルート構築が必要

建設工事 ○　独立して工事が進められる

敷地　立地条件 ○　比較的平坦で施工は楽　　荒金ダムへの油流入対策が必要

設備配管・配電線・燃料配管
盛替え

△　対応可能だが盛替え範囲が多い

屋外配管配線敷設ルート △　対応可能だが施工範囲が多い

基
本
条
件

運
用

施
工

新発電棟設置場所検討（Ｃ案）



６５次までに解体
気象棟、放球デッキ、
環境科学棟、 地学棟、
電離層棟、旧電離棟

６５次：新発電棟竣工

昭和基地建物更新計画（案）

新発電棟



６８次：
夏宿舎（第２夏宿機能）

兼越冬用風呂・トイレ
建設

７０次：
発電棟解体
小型発電機小屋解体
観測倉庫解体

→東部観測棟 着工

昭和基地建物更新計画（案）

夏宿舎
兼越冬用風呂・トイレ

東部観測棟



昭和基地建物更新計画（案）

Ⅹ期～Ⅺ期中の解体
旧送信棟、RT棟、推薬庫

これ以降の解体
第２夏期隊員宿舎、
観測棟、情報処理棟 等

Ⅹ期：発電棟
夏宿舎

Ⅺ期：東部観測棟

これ以降の計画
１夏・非発
管理棟
居住棟
倉庫棟
通路棟

第１夏期隊員宿舎と非常発電機小屋

管理棟
居住棟
倉庫棟
通路棟



•⽼朽化
•環境への配慮
•化⽯燃料削減
•隊員の負担軽減
•安全な配置計画
•将来更新（狭いエリアでのつぎはぎ増築）
•住環境整備


